資料3ー１
万博の森の育成について　《令和４年度緑整備部会　委員コメント》

[image: ][image: ]第1回緑整備部会（R4.10.7開催）
〇　モデルエリアの現状について
・モデルエリア3-3について、つる植物が多くみられるため、今後管理についてしっかり検討し対策を行ってほしい [井原委員] 
・草刈りのタイミングを考え、保護した実生を活用し、目標林型に誘導することができないかモニタリングを　[今西委員]
・モデルエリア3-13は伐開をしたことで光条件が改善し、　高木肥大成長して形のよい樹形になる可能性があるが、
現状では台風による倒木の可能性もある。今回の施業の評価は1，2年では難しいのでは。
森の反応の時間的スケールを考えるともう少しゆっくりと計画を進めてもよいのでは　[今西委員]
[image: ]・伐採が多く先枯れが起きているところがあるようだ。日射による地表面温度等が影響している可能性がある。
切り下げ等の対策を行っていれば、3-30の倒木は起こらなかったかもしれない　[大藪委員]第1回資料　モデルエリアの現状について

〇　林型の細分化について
・希少植物が生育する場所はできるだけ現状を維持できる計画を立て、周辺の環境を含め大きいエリアとして残す計画にした方がよいのではないか[今西委員] 
・希少種保全を考えるとできるだけ現状を維持した方がいい。アラカシを伐採する計画になっているが、周囲に著しい影響をあたえないなら残すことも検討を。[山田委員]
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[bookmark: _Hlk147915757]第2回緑整備部会（R4.12.9開催）
〇　モデルエリアの調査結果について
・モデルエリア3-3とその周辺に広がっているトケイソウについては是非とも対策をとってほしい。
 モデルエリア内に限らず、万博の森で繁茂しているつる植物については、早期に切除、伐根を。[今西委員] 
[bookmark: _Hlk147916366][bookmark: _Hlk147916251]・台場仕立ての萌芽再生状況は今後も調査を行い、どのように管理するかを考えていただきたい　[山田委員]
[bookmark: _Hlk147916198]〇　モデルエリアの補植計画について
・北摂山系から採取した種子から育成した苗木で補植を行うことや、園内の実生を活用して移植すること等第２回資料　モデルエリアの調査結果について

素晴らしい計画。うまくいった場合は万博の森の成果として対外的に発信を。[今西委員] 
・万博の森は粘土質の土壌が多く排水性が悪い可能性があるため、穴を掘って水が抜けるかどうかを確認したうえで補植した方がよい。[大藪委員] 

第３回緑整備部会（R５.2.20.開催）
〇　モデルエリアの補植計画について
・補植の成功率を上げるためには、掘って水を溜めて翌日水が抜けているか確認し、排水不良の箇所は補植を避けた方がよい。[今西委員]
・排水性が悪そうな場合には無理に補植を実施しなくてよいと考える。[山田委員]
・湛水する箇所については、排水溝を掘る等の工夫をしてもよいかもしれない。万博の森の素晴らしいところは、都市部で森林があり、二酸化炭素の吸収能があること。
50年が経過してどの程度地中に炭素が蓄積されているか、今後、地上部の樹木量が大きく変化することがあれば、記録されるとよい[檀浦委員] 
〇　林型の再検討について
[image: ]　　　R5年度は右記方針にて実施することを了承いただいた
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